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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成25年6月27日(2013.6.27)

【公表番号】特表2012-526720(P2012-526720A)
【公表日】平成24年11月1日(2012.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2012-045
【出願番号】特願2012-510880(P2012-510880)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  31/02     (2006.01)
   Ｆ１７Ｃ  11/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/20     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/34     (2006.01)
   Ｂ８２Ｙ  30/00     (2011.01)
   Ｃ０１Ｂ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  31/02    １０１Ｆ
   Ｆ１７Ｃ  11/00    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ  20/20    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ  20/34    　　　Ｚ
   Ｂ８２Ｙ  30/00    　　　　
   Ｃ０１Ｂ   3/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月7日(2013.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガス貯蔵装置であって、
　ゲート上に堆積した担体であって、前記ゲートと電気的に接続する担体と、
　前記担体上に堆積した炭素含有材料であって、前記担体が前記炭素含有材料と電気的に
接続し、前記担体によって前記ゲートから分離される炭素含有材料と、
　前記担体及び前記炭素含有材料と電気的に接続する前記ゲートを備える電源であって、
前記ガス貯蔵装置の両端に印加する電圧を出力する電源と
を備え、
　前記印加される電圧に応じて前記炭素含有材料がガスを吸着することを特徴とするガス
貯蔵装置。
【請求項２】
　前記担体がＳｉＯ２を含むことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記担体がＳｉ及びＳｉＯ２を含むことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記炭素含有材料を、カーボンナノチューブ及びナノワイヤからなる群から選択するこ
とを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記炭素含有材料が、カーボンナノチューブであることを特徴とする請求項４に記載の
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装置。
【請求項６】
　前記カーボンナノチューブが、単層カーボンナノチューブ（ＳＷＮＴｓ）であることを
特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記炭素含有材料は、長さが２μｍであることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記ガスが、水素、酸素、二酸化炭素、一酸化炭素、メタン、アンモニア又はＮＯであ
ることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記ガスが、水素であることを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記担体及び炭素含有材料間の前記電圧を低減することで前記ガスを放出することを特
徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記電圧を５％～５０％低減することで前記ガスを放出することを特徴とする請求項１
０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記電源が前記ガス貯蔵装置の両端に－５０Ｖ～＋５０Ｖの電圧を出力することを特徴
とする請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記電源が前記ガス貯蔵装置の両端に－２０Ｖ～＋２０Ｖの電圧を出力することを特徴
とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記電源が前記ガス貯蔵装置の両端に－１５Ｖ～＋１５Ｖの電圧を出力することを特徴
とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記電源が前記ガス貯蔵装置の両端に－１０Ｖ～＋１０Ｖの電圧を出力することを特徴
とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ＳＷＮＴｓが半導電性であることを特徴とする請求項６に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ガスがＮＯであることを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１８】
　前記炭素含有材料に金属がドープされていることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１９】
　前記金属がリチウム、ナトリウム又はカリウムであることを特徴とする請求項１８に記
載の装置。
【請求項２０】
　前記担体が下部及び上部を備え、前記電源が負極及び正極を備え、前記電源の前記負極
が前記ゲートを備え、前記電源の前記正極が前記担体の上部に接続することを特徴とする
請求項１に記載の装置。
【請求項２１】
　前記印加される電圧を変化させることによって前記炭素含有材料が吸着したガスを放出
するようにさらに構成されていることを特徴とする請求項１に記載の装置。
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